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矢庭さゆり／ Sayuri Yaniwa 

教授

看護学科、大学院健康科学研究科

博士(看護学)、修士(看護学)

看護師免許、保健師免許、養護教諭1種免許、第1種衛生管理者免許、

介護支援専門員登録資格、日本公衆衛生学会認定専門家登録資格

保健師・看護師の実務経験を持つ

公衆衛生看護学、地域看護学

地域看護学、公衆衛生看護学概論、地域ケアシステム論、地域保健指導論 Ⅰ(基礎)、地域

保健指導論 Ⅱ(応用)、保健医療福祉行政論、公衆衛生看護管理論、疫学調査・疫学演習、

公衆衛生看護学実習 Ⅰ(基礎)、公衆衛生看護学実習 Ⅱ(応用)、基礎ゼミナ－ル、卒業研究

Ⅰ(基礎編)・Ⅱ(実践編)、基礎看護学実習Ⅱ、統合実習、家族と社会(助)

【博士前期課程】看護研究特論、地域ケアマネジメント特論、看護学課題演習、

　　　　　　　　特別研究Ⅰ・Ⅱ

【博士後期課程】看護学研究方法特講、地域包括ケア看護学特講、地域生活支援シス

　　　　　　　　テム看護学特講、看護学特別研究Ⅰ、看護学特別研究Ⅱ、看護学特別

　　　　　　　　研究Ⅲ

【研究テーマ】

 地域高齢者の健康保持・増進、QOL向上に関する研究、地域包括ケアに関する研究

【研究業績】

◇主要著書

・矢庭さゆり:堀部徹, 矢庭さゆり編著, ケアマネジメント実践テキスト, 中央法規出版

　, 77-342(単著), 2024.

・矢庭さゆり:堀部徹, 矢庭さゆり編著,  改訂実践事例に学ぶケアマネジメントの展開．

　中央法規出版，70-225(単著)，2019．

・矢庭さゆり：第6部 政策軸,他職種から求められる－第2章.保健師から,｢今｣を問い続け

　て．嶋田智明監修，日高正巳編，地域理学療法にこだわる．文光堂，354-363(単著)，

　2010．

◇主要論文(単著・筆頭中心)

・ 鷲尾昌一, 石崎達郎, 藤原佳典, 矢庭さゆり他3名:高齢者の市中肺炎(院外肺炎)の危険因子

とインフルエンザワクチン・肺炎球菌ワクチン接種. 日本公衆衛生雑誌, 70(6), 351-358,

2023.

・矢庭さゆり: 質の高いケアマネジメントに対する主任介護支援専門員の認識とケアマネジ

メントにおける課題. 看護・保健科学研究誌, 22, 52-63, 2022.

・矢庭さゆり, 矢嶋裕樹: 中山間地域在住高齢者における地域愛着への関連要因. 新見公立大

学紀要, 42(2), 49-53, 2022.

・中藤香織, 矢庭さゆり: 産業看護職の役割ストレスと心理的エンパワメントとの関連. イン

ターナショナルNursing Care Research, 20(4), 30-39, 2021.

・大浦 智子, 藤原 佳典, 矢庭 さゆり，他：特別永住者や外国系日本人における日本の高齢

者介護サービスへのアクセスの現状と課題．日本公衆衛生雑誌, 67(7), 435-441,2020.

・森本 光弘, 矢庭 さゆり, 矢嶋 裕樹: 看護師の配置転換に伴う変化の認知とワーク・エンゲ

イジメントの関連. インターナショナルNursing Care Research, 19(4), 11-19, 2020.

・矢庭さゆり,矢嶋裕樹：要援護高齢者の社会的孤立の実態とその関連要因．新見公立大学

紀要，36，1-6，2015.

・矢庭さゆり,矢嶋裕樹：地域高齢者における親密な他者の有無とその関連要因．新見公立

大学紀要，34，37-40，2013．

・矢庭さゆり：地域高齢者のソーシャルサポートの授受パタンと自尊感情との関連．イン

ターナショナルNursing Care Research，11（4），77-85，2012．

・矢庭さゆり,矢嶋裕樹，難波峰子，他2名：要援護高齢者のソーシャルサポート授受パタ

ンと自尊感情との関連;サポ－ト種別での検討．ケアマネジメント学11，日本ケアマネジメ

ント学会，72-82，2012.

・矢庭さゆり,矢嶋裕樹：在宅要援護高齢者における精神的自立性と生活満足感の関連．新

見公立大学紀要，33，95-99，2012.

・矢庭さゆり：保健師基礎教育の立場から～対人援助技術を磨く．地域保健，東京法規出

版，40-47，2011.

・矢庭さゆり,矢嶋裕樹:地域高齢者の社会参加の実態とその関連要因．新見公立大学紀要，

31，117-122，2011．

・矢庭さゆり, 二宮一枝：在宅高齢者におけるソ－シャルサポート授受尺度の開発．イン

ターナショナル Nursing Care Research，9(4)，11-18，2010．
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地域保健、地域包括ケアシステム、家族支援、ケアマネジメント、ソ－シャルサポ－ト

◇県内外保健・医療・福祉専門職対象研修及び講演、住民対象講演等年間多数

◇主な地域活動（委員等）

・岡山県介護支援専門員指導者

・岡山県地域包括支援センター協議会　研修委員

・岡山県介護支援専門員協会　理事・副会長

・岡山県介護支援専門員研修向上委員会　委員

・岡山県認知症施策推進会議  委員

・岡山県人権政策審議会　委員

・岡山県 IHEAT登録保健所支援要員

・岡山県看護協会保健師職能委員会　委員

・新見市権利擁護委員会  委員長

・新見市社会福祉協議会  法人後見運営委員会　委員長

・全国保健師教育機関協議会機関紙保健師教育  査読委員

・日本在宅ケア学会  代議員  / 日本在宅ケア学会学会誌査読委員

・日本公衆衛生看護学会 代議員 / 日本公衆衛生看護学会学会誌査読委員

・日本公衆衛生学会認定専門家 / 健康危機管理モニタリングレポート委員会メンバー

・日本地域看護学会代議員 / 日本地域看護学学会誌査読委員等

https://researchmap.jp/s-yaniwa
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